
国語科コンテンツ実践事例
コンテンツNo.

校 種 小学校

学 年 全学年

教 科 国語科

単元名・教材名 黒板投影型ノート のーとくん

指導目標

指導計画

授業の流れ 添付データに □あり ■なし

① 子どもたちのノートと同じマス目ののーとくんを黒板に投影する。

授業のポイント 学年始めのノート指導。子どもたちは同じマス目のノートを使って

いる。絶好の指導チャンスである。

教室で指導する際、マス目の入った小黒板を使う事が多い。子ども

たちのもつマス目と同じものであれば良いが、ないことが多いのでは

ないだろうか。

のーとくんでは、８、１０、１２、１５、１８マスのノート（リー

ダー線あり、なし）に対応している。また、算数で使う方眼も用意し

た。

黒板に投影する事で、チョークがそのまま使える。

授業場所 ■普通教室 □コンピュータ教室 □特別教室 □体育館 □運動場

□屋外 □その他〔 〕

授業形態 ■一斉学習 □グループ学習 □個別学習 □補習 □その他〔 〕

ICTを活用する場面 ■導入 □展開 □まとめ □その他〔発展〕

ICTを主に活用する者 ■教員 □学習者 □その他〔 〕

ICTを活用する目的 ■課題の提示 □動機付け ■教員の説明資料 □学習者の説明資料

■繰り返しによる定着 ■モデルの提示 □失敗例の提示

□体験の想起 □比較 □振り返り □体験の代行

□その他〔 〕

活用するICT ■コンピュータ ■プロジェクタ □スクリーン

□電子ホワイトボード □実物投影機 □デジタルカメラ □ビデオ

□インターネット ■デジタルコンテンツ □CD-ROM

□スピーカー □その他〔 〕

その他の添付データ □あり ■なし


